
平和・自立・共生 ともにつくる黄
こ

金
がね

南
は え

風の平
さ と

和郷・はえばる

議会報告会開催
保育料の納期変更を審議
委員会レポート
選挙のルール
12人の議員が一般質問

2
6
8
10
12
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6月定例会
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はえばる夏まつり
キッズパークで
お仕事体験

はえるん

写真：南風原町観光協会
題字：金城 志保さん
　　　（北丘小学校6年生）
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特
集
　
議
会
報
告
会

第
2
部　
意
見
交
換
会

　

意
見
交
換
会
で
は
町
へ
の
要
望
や

議
会
へ
の
提
案
な
ど
自
由
な
意
見
交

換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

問 

特
定
健
診
受
診
で
T
ポ
イ
ン

ト
付
与
す
る
事
業
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
受
診

率
が
向
上
す
れ
ば
効
果
が
あ
る
と

判
断
す
る
か
。

回
答 

具
体
的
な
数
字
は
ま
だ
示

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
３
市
町

（
南
風
原
町
・
南
城
市
・
豊
見
城

市
）
で
実
証
事
業
を
行
い
、
こ
の

結
果
か
ら
具
体
的
な
数
字
が
出
て

く
る
と
思
う
。

問 

北
丘
小
学
校
正
門
前
道
路
の

車
道
と
歩
道
の
勾
配
が
き
つ
い
。

改
善
し
て
ほ
し
い
。

回
答 

雨
水
を
流
す
側
溝
が
あ
り
、

車
道
と
歩
道
の
段
差
が
き
つ
く

な
っ
て
い
る
。
改
善
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

問 
北
丘
ハ
イ
ツ
の
ご
み
収
集
時

間
が
遅
く
、
ご
み
の
臭
い
が
出
た

り
、
猫
・
犬
に
荒
ら
さ
れ
る
。
早

い
時
間
に
回
収
し
て
ほ
し
い
。

回
答 

確
認
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問 

南
風
原
町
は
議
会
傍
聴
者
が

少
な
い
。
も
っ
と
議
会
に
足
を
運

ぶ
よ
う
啓
蒙
で
き
な
い
か
。

回
答 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会

中
継
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
あ
り
、
傍
聴
者
が
少
な
い
と
考

え
る
。
一
人
で
も
多
く
の
住
民
の

方
に
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

頂
い
た
意
見
・
要
望
を

町
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
５
頁
へ

特
集
　
議
会
報
告
会

　

議
会
報
告
会
は
議
会
活
動
を
町
民

に
直
接
報
告
、
説
明
す
る
た
め
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
、
町
へ

の
意
見
・
提
言
な
ど
を
聴
取
し
議
会

の
機
能
を
高
め
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

第
1
部　
議
会
報
告
会
の
内
容

　

前
回
の
報
告
会
の
要
望
書
に
対
す

る
町
か
ら
の
回
答
や
、
平
成
30
年
度

予
算
の
※
留
意
事
項
、
注
目
事
業
等

を
説
明
し
ま
し
た
。

【
留
意
事
項
】
南
風
原
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

検
討
基
礎
調
査
業
務
に
つ
い
て･･･

南
風
原
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

は
第
五
次
南
風
原
町
総
合
計
画
で

新
規
産
業
集
積
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い

る
。
計
画
策
定
に
向
け
て
は
ゾ
ー
ニ

ン
グ
（
土
地
利
用
構
想
）
を
は
っ
き
り

持
ち
、
て
い
ね
い
に
進
め
る
こ
と
。

【
注
目
事
業
】

・
幼
稚
園
の
空
調
設
備
設
置

・
保
育
園
２
園
増
設

・
特
定
健
診
で
T
ポ
イ
ン
ト
付
与

・
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費

助
成
自
動
償
還
払
い
へ

《
用
語
解
説
》

※
留
意
事
項･･･

議
決
さ
れ
た
議

案
・
予
算
案
に
関
し
て
事
業
を
執

行
す
る
上
で
の
意
見
や
要
望
を
述

べ
る
た
め
に
提
出
さ
れ
る
も
の

議長から開会の挨拶

     第７回  議 会 　  報 告 会 を 開 催
議会改革

特集
 　大好評 町内の大型商  　　　 業施設（イオン）での開催

　
第
７
回
議
会
報
告
会
を
５
月
16
日（
水
）開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
イ
オ
ン
南
風
原
店
の
ご
協
力
に
よ
り
１
階

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。学
生
含
め
30
人
余

の
住
民
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。



・イオンの店内アナウンスを聞いた
・駐車場があるので参加しやすい
・中央公民館がいい

・若年層向けの給付やまちづくり関連の事業
 など知りたい

・もっと意見が出る形にした方がよい
・日頃の意見を言える機会があってよかった

・分からない、全く読まないは０人

・もう少し遅い時間でもいい
・買い物中で耳を傾けられるのでいい
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特
集
　
議
会
報
告
会
・
臨
時
会

左から赤嶺広報副委員長、金城広報委員長、宮城議長、赤嶺町長、国吉副町長

教育委員　柴
シバヤマ

山 睦
ム ツ コ

子 教育長　新
アラカキ

垣 吉
ヨシノリ

紀 副町長　国
クニヨシ

吉 真
シンショウ

章

働
き
方
の
多
様
化
を
踏

ま
え
た
個
人
住
民
税
の

基
礎
控
除
額
変
更

　

近
年
、
特
定
の
企
業
に
属
さ
ず

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
仕
事
を
請

け
負
う
な
ど
様
々
な
働
き
方
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
後
押
し
す
る
観

点
か
ら
、
給
与
所
得
控
除
や
公
的

年
金
等
控
除
を　
10
万
円
引
き
下
げ
、

ど
の
よ
う
な
所
得
に
も
適
用
さ
れ

る
基
礎
控
除
額
を
同
額
上
げ
て
い

ま
す
。

　

現　

行　

基
礎
控
除
33
万
円

　

改
正
後　

基
礎
控
除
額
43
万
円

副
町
長
・
教
育
長
・

教
育
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

質
問 

北
丘
ハ
イ
ツ
の
ご
み
収
集
時

間
が
遅
く
、
ご
み
の
臭
い
が
出
た
り
、

猫
・
犬
に
荒
ら
さ
れ
る
。
早
い
時
間

に
回
収
し
て
ほ
し
い
。

回
答 

現
在
、
ご
み
収
集
は
８
時
か

ら
始
ま
り
、
北
丘
ハ
イ
ツ
の
収
集
は

11
時
頃
行
っ
て
い
る
。
収
集
ル
ー
ト

変
更
に
つ
い
て
は
調
査
検
討
を
し
て

い
く
。
臭
い
対
策
は
「
は
え
ば
る
リ

サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
事
業
」
の
生
ご
み

分
別
回
収
指
定
地
区
な
の
で
再
度
、

協
力
を
案
内
す
る
。
犬
、
猫
対
策
は

ご
み
袋
の
吊
し
掛
け
や
容
器
入
れ
な

ど
個
別
対
応
検
討
す
る
。

　

今
回
頂
い
た
意
見
を
広
報
委
員

で
ま
と
め
６
月
20
日
に
町
長
へ
報

告
し
ま
し
た
。　

質
問 

特
定
健
診
受
診
で
T
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
受

診
率
が
ど
れ
く
ら
い
向
上
す
れ
ば
効

果
が
あ
っ
た
と
判
断
す
る
の
か
。
ま

た
、
広
報
活
動
は
す
る
か
。

回
答 

事
業
構
成
市
町
の
情
報
や
登

録
者
数
の
動
向
、
登
録
の
理
由
な
ど

の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
事
業
効
果

と
受
診
率
へ
の
反
映
を
判
断
を
し
て

い
く
。
ま
た
、
広
報
誌
、
配
布
チ
ラ

シ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

質
問 

北
丘
小
学
校
正
門
前
道
路
の

車
道
と
歩
道
の
勾
配
が
き
つ
い
。
改

善
し
て
欲
し
い
。

回
答 

本
町
は
現
在
５
路
線
の
道
路

整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
数
年
間

は
町
道
３
号
線
（
北
丘
小
正
門
前
道
路
）

歩
道
改
善
整
備
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
時
間
を
か
け
て
改
善
に
向
け
て

調
査
研
究
し
て
い
く
。

条例
全会一致

で可決

人事
全会一致
で同意

特
集
　
議
会
報
告
会

【
そ
の
他
の
ご
意
見
】

・
来
年
も
継
続
し
て
議
会
報
告
会
を
開

催
し
て
ほ
し
い
。

・
議
員
が
住
民
の
意
見
に
対
し
て
、
真

摯
に
答
え
対
応
し
て
い
た
の
で
す
ば

ら
し
い
。

・
大
型
商
業
施
設
（
イ
オ
ン
）
で
の
開

催
は
開
か
れ
た
議
会
で
良
か
っ
た
。

・
報
告
会
に
は
参
加
出
来
な
く
て
も
、

買
い
物
の
最
中
に
声
が
聞
こ
え
て
き

た
り
す
る
と
何
か
や
っ
て
い
る
な
と

い
う
こ
と
が
伝
わ
り
、
議
会
と
住
民

が
近
づ
く
い
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思

う
。

議会報告会を
知ったきっかけは

開催場所（イオン）は
どうか

議会報告会の内容は
どうか

第 2 部 意見交換会の
取り組みは

広報はえばる議会だよりを
読んでいますか

開催時間はどうか
（今回 PM6:00 開始）

町広報誌
5人ホームページ

4人

わかりやすかった
19人

良い
19人

どちらとも
いえない

2人

どちらとも
いえない

3人

どちらとも
いえない

3人

分かりにくかった
0人

良くない
0人

まったく読まない
0人

どちらとも
いえない

2人

良くない
2人

一部読む
11人

毎回読む
11人

良くない
1人

議員・知人
8人

各種団体
3人

偶然1人
区長・自治会長1人 その他1人

良い
18人

良い
19人

電光掲示板
2人

アンケート
結 果

議
会
報
告
会
で
は
、
参
加
し
た
住
民
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
報
告
会
参
加
者
数
30
人
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
い
た
方
22
人
で
回
答
率
73
％
で
し
た
。

第２部意見交換会で活発な意見交換がなされました

議
会
報
告
会
で
頂
い
た

み
な
さ
ま
の
意
見
を

町
長
へ
報
告
し
ま
し
た

第 2 回

臨時会
　
平
成
30
年
５
月
24
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
人
事
に
関
す
る
こ
と
、
補
正
予

算
、
条
例
の
改
正
等
が
あ
り
ま
し
た
。
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定
例
会
（
意
見
書
・
契
約
）

30
人
以
下
学
級
の
早
期
完
全

実
現
の
た
め
の
意
見
書

一
、
段
階
的
に
「
35
人
以
下
学
級
」

を
実
現
す
る
と
し
た
教
職
員
定
数

改
善
計
画
を
速
や
か
に
実
施
す
る

こ
と
（
国
に
要
請
す
る
こ
と
）

一
、「
30
人
以
下
学
級
」
の
早
期
完

全
実
現
が
で
き
る
よ
う
教
職
員
定

数
の
大
幅
な
改
善
な
ど
人
的
措
置
・

財
政
的
な
措
置
を
行
う
こ
と
（
国

に
要
請
す
る
こ
と
）

一
、 

県
独
自
に
も
「
30
人
以
下
学

級
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
枠
の

拡
大
や
下
限
条
件
「
25
人
以
上
」

の
引
き
下
げ
に
努
力
す
る
こ
と
。

一
、「
30
人
以
下
学
級
」
に
伴
う
教

室
増
等
の
条
件
整
備
を
市
町
村
と

連
携
し
て
計
画
的
に
行
う
こ
と
。

一 

増
員
さ
れ
る
教
職
員
は
正
規
の

教
職
員
を
充
て
る
こ
と
。

　

提
出
者　

上
原　

喜
代
子

　

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣
、

　

文
部
科
学
大
臣
、
沖
縄
県
知
事
、

　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　
（　

）
は
県
へ
の
要
請

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
拡
充

及
び
教
育
条
件
整
備
の
た
め

の
意
見
書

一
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
そ

の
根
幹
と
な
る
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
を
堅
持
し
、
早
急
に
国

の
負
担
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
速

や
か
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学

校
現
場
に
必
要
な
教
職
員
を
確
保

し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
の
専
門
職
の
配
置
を
正
規
職
と

し
て
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
意
欲
と
情
熱
を
持
っ
て
教
育

に
取
り
組
む
優
れ
た
教
員
を
確
保

す
る
た
め
、
人
材
確
保
法
を
堅
持

し
、
勤
務
実
態
を
踏
ま
え
た
教
員

の
処
遇
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

一
、 

教
育
関
係
予
算
を
増
額
し
、

充
実
さ
せ
る
こ
と
。

　

提
出
者　

赤
嶺　

雅
和

　

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣

　
く
が
に
市
場
向
い
で
雨
水
・

汚
水
幹
線
工
事
を
行
い
ま
す
。

雨
水
等
を
速
や
か
に
処
理
し
、

浸
水
を
防
ぎ
ま
す
。

　
場
所
：
南
風
原
町
山
川
地
内

　
工
期
：
平
成
30
年
６
月
26
日
〜

　
　
　
　
平
成
31
年
１
月
21
日

　
契
約
の
相
手
方
：

　
有
限
会
社　
新
長
堂
土
木

上記意見書の採決の様子

工事箇所

一
般
会
計
補
正
予
算
に

１
４
５
１
万
７
千
円

を
追
加

定
例
会
（
条
例
・
補
正
）

保
育
料
・
幼
稚
園
預

か
り
保
育
料
の
納
付

期
限
変
更
等
を
審
議

　

児
童
手
当
等
各
種
手
当
て

の
支
給
後
の
　15
日
と
す
る
こ

と
に
よ
り
子
育
て
世
帯
の
納

付
環
境
を
整
え
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
の
改
正
で
す
。

【
保
育
料
・
主
食
費
】

　
　
改
正
前･･･

納
付
期
限

　
　
　
　
　
　

毎
月
10
日

　
　
改
正
後･･･

納
付
期
限

　
　
　
　
　
　

毎
月
15
日

【
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
】

　
　
改
正
前･･･

納
付
期
限

　
　
　
　
　
　

毎
月
5
日

　
　
改
正
後･･･

納
付
期
限

　
　
　
　
　
　

毎
月
15
日

　

家
庭
規
定
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
連

携
施
設
の
拡
充
や
食
事
の
提

供
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

代
替
保
育
の
提
供
に
か
か
る
連

携
施
設
の
拡
充

　

小
規
模
保
育
事
業
Ａ
・
Ｂ
型

及
び
事
業
所
内
容
保
育
事
業
等

か
ら
代
替
保
育
の
提
供
の
連
携

が
で
き
る
よ
う
拡
充
さ
れ
ま
す
。

食
事
の
提
供
及
び
食
事
の
外
部

搬
入
事
業
者
の
要
件
の
緩
和

　

家
庭
的
保
育
者
の
居
宅
で
保

育
を
提
供
す
る
者
が
食
事
を
外

部
搬
入
し
適
用
で
き
る
も
の
に

保
育
所
や
幼
稚
園
、
認
定
子
ど

も
園
等
か
ら
調
理
業
務
を
受
託

し
て
い
る
事
業
所
で
か
つ
一
定

要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
を
追

加
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
に
係

る
基
礎
資
格
要
件
の
規
定
を

明
確
化
、
拡
充
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
で
す
。

　
「
学
校
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

者
」
を
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基

礎
資
格
と
し
て
い
ま
す
が
、
教
員

免
許
状
の
更
新
を
受
け
て
い
な
い

場
合
の
取
扱
を
明
確
化
す
る
た
め

「
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
」
に

改
め
ま
す
。

　
「
５
年
以
上
の
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
に
従
事
し
た
者
で

あ
っ
て
、
町
長
が
適
当
と
認
め
た

も
の
」
を
追
加
し
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

事
業
費　
　
６
９
０
万
円  

　

働
き
方
改
革
の
一
環
で
、
各
小

中
学
校
に
一
人
臨
時
職
員
が
配
置

さ
れ
ま
す
。
授
業
用
教
材
印
刷
・

資
料
の
準
備
、
整
備
保
管
・
小
テ

ス
ト
の
採
点
、
統
計
情
報
デ
ー
タ

入
力
・
名
簿
の
作
成
等
が
仕
事
で

す
。
全
額
国
か
ら
の
補
助
で
行
う

事
業
で
す
。固

定
資
産
評
価
審
査

委
員
決
ま
る

　

固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
に

決
定
さ
れ
て
い
る
か
審
査
す
る

機
関
で
す
。
委
員
は
３
人
い
て
、

内
２
人
の
選
任
で
す
。
任
期
は

３
年
で
す
。

・
城
間  

眞
一　
（
津
嘉
山
）

・
仲
里　

淳  　
（
宮
城
）

意見書
全会一致で

可決

契約
全会一致で

可決

陳
情
（
要
請
）
を
受
け
、
委
員
会
で
審
査
し
、
本
会
議
で

採
択
し
た
結
果
、
国
、
県
、
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

予
定
価
格
が
五
千
万

円
以
上
の
契
約
は
議

会
議
決
事
項
で
す
。

津
嘉
山

第
６
雨
水
幹
線
工
事

事
業
費　
８
５
０
０
万

第２回
定例会

６
月
12
日
～
21
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
人
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

条例
全会一致で

可決

補正予算
全会一致で

可決

人事
全会一致で

可決
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報告だよ

閉
会
中
の
継
続
調
査
報
告

日　付 内　容 詳　細

第１回
平成27年
６月25日

子ども・子育て
支援事業計画

概要説明

概要説明があり質疑を行う。委員の認可外保育園に
関する理解不足から次回は認可外保育園園長等を招
き、直接生の声を聞きたいとの意見が出た。

第２回
平成27年
10月14日

認可外保育園
園長との

意見交換会

町と認可外保育園連絡協議会との間で制度の周知徹
底、及び町からの説明が十分にされていない状況が
明らかになった。

第３回
平成28年
12月22日

子ども元気
ROOM 事業の

説明他

◎子ども元気 ROOM 事業の今後の動向について説明
を受けた。
◎前回の認可外保育園の現状を重く受け止め、町執
行部から、第２回以降の取り組み報告があった。

第４回
平成29年
12月22日

各委員が挙げた
調査項目について

町執行部が回答

調査項目４点（認可保育園、認可外保育園、学童ク
ラブ、その他）について執行部から回答をもらう。

（一部抜粋）
●年齢別の保育所入所待機児童数の推移

●問　第２回の意見交換会にて露呈した認可外保育
園への説明不足等問題は解消しているか。

　答　現場視察を行ったり、補助金の申請方法の説
明を行った。また、補助金の支給時期を早め
るなど園の経営面の支援も行っている。

●問　学童クラブの待機児童対策について
　答　平成30年度からは入所申込書を町内で統一し

て待機児童の把握ができるよう工夫している。

●問　保育士不足への対策はどうしているか　
　答　町では月３千円の給与補助を行っている。国

や県の補助事業を活用し、業務緩和や担い手
不足解消に取り組んでいる。

第５回
平成30年
３月15日

町法人保育園園長
会との意見交換会

小規模園を卒業する３歳児の受入体制整備の必要性
や今後も定期的に意見交換を実施したいとの意見が
あった。

ま　と　め

委員会では調査を通して、子育て支援に関する諸問
題への理解を深め、今後は各部署の連携強化などさ
らなる対策を講ずる必要性を認識した。引き続き、
本町の子育て支援について取り組む姿勢・動向を注
視していく。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

《
用
語
解
説
》　

※
起
債
と
は･･･

地
方
公
共
団
体
が
債

権（
地
方
債
）を
発
行
す
る
こ
と
。

【
参
考
】
南
風
原
町
の
町
債
に
つ
い
て

　

町
道
改
良
事
業
や
公
園
整
備
事
業
、

津
嘉
山
区
画
整
理
、
下
水
道
整
備
等

の
大
型
事
業
や
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）
を
継

続
実
施
し
て
お
り
、
町
の
借
金
は
毎

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は

普
通
建
設
事
業
費
の
縮
減
に
よ
り
町

債
発
行
を
抑
制
し
、
将
来
の
財
政
運

営
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

●●●●●●●

経
済
教
育
委
員
会

委
員
長
：
玉
城 

勇

副
委
員
長
：
上
原 

喜
代
子

委
　
　
員
：
知
念 

富
信
・
花
城 

清
文
・
赤
嶺 

雅
和

　

宮
城 

寛
諄
・
大
城 

真
孝

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
の
起
債
は

問 

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
に
お

い
て
産
休
育
休
職
員
に
伴
う
代
替
の

臨
時
職
員
賃
金
１
１
０
万
円
を
起
債

（
地
方
債
）
の
対
象
と
し
て
い
る
理

由
は
な
に
か
。

答 

区
画
整
理
事
業
の
賃
金
は
起
債

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
起
債

額
１
１
０
万
円
に
対
し
22
万
円
の
交

付
税
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

答 

申
請
の
た
め
に
移
動
が
困
難
な
方

も
い
る
。
町
は
現
物
給
付
を
急
い
で
ほ

し
い
と
県
に
働
き
か
け
て
い
る
。
平
成

28
年
に
県
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

本
町
と
他
１
ヶ
所
の
み
が
現
物
給
付
導

入
を
要
望
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
自
動
償
還
か
ら
と
い
う
要
望
が

多
く
あ
り
、
県
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
自
動
償
還
方
式
を
導
入
し
た
。

●●●●●●●

総
務
民
生
委
員
会

委
員
長
：
浦
崎 

み
ゆ
き

副
委
員
長
：
金
城 

好
春

委
　
　
員
：
新
垣 

由
雄
・
大
城 

勝
・
大
宜
見 
洋
文

　

赤
嶺 

奈
津
江
・
大
城 

毅

南
風
原
町
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

医
療
費
助
成
自
動
償
還
方
式
へ

問 

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
医
療

費
助
成
が
自
動
償
還
方
式
（
役
場
窓

口
で
医
療
費
助
成
支
給
の
申
請
手
続

を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
直
接
指
定

の
口
座
に
入
金
さ
れ
る
）
に
な
る
と

の
こ
と
だ
が
、
何
か
手
続
き
は
あ
る
か
。

答 

毎
年
８
月
１
日
か
ら
１
年
間
の
認

定
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
も
対
象
者
に

更
新
の
案
内
と
県
内
統
一
の
受
給
者
証

が
送
付
さ
れ
る
。
こ
れ
は
自
動
償
還
に

対
応
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
更
新
と
同

時
に
自
動
償
還
の
導
入
と
な
る
。

問 

自
動
償
還
方
式
導
入
は
制
度
の

前
進
で
あ
る
。
現
物
給
付
（
病
院
窓

口
で
の
支
払
が
な
い
）に
向
け
て
の

県
の
動
き
は
ど
う
か
。

▲総務民生委員会の審議の様子

▲経済教育委員会の審議の様子

町債（起債）残高の推移（全会計）

H25年度

（万円）

1,760,000

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

1,720,000

1,680,000

1,640,000

閉会中の
継続調査

平
成
26
年
12
月
定
例
会
に
子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
の
閉
会
中
の
継

続
調
査
が
行
わ
れ
、本
町
の
子
育
て
に
関
す
る
取
り
組
み
を
深
く
理
解
す
る
た
め
５

回
の
総
務
民
生
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

年齢 H25年度 H26年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度

0歳児 1 6 9 2 8

1歳児 11 24 45 80 85

2歳児 7 14 51 47 23

3歳児 3 3 16 58 34

4歳児 1 2 6 1 0

5 歳児 0 0 0 0 0

計 23 49 127 188 150

※各年４月1日現在

▲保育園外へお出かけの様子

委員会
レポート

議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、必
要
な
書
類
、

資
料
を
求
め
、２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

担
当
課
へ
質
疑
し
ま
し
た
。
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18
期
議
員
を
顧
み
て

　

平
成
26
年
９
月
28
日
、
改
選

後
の
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

議
長
に
就
任
し
会
議
の
諸
原
則

を
重
視
し
、
議
会
の
権
限
が
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
議
会
運

営
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
で
は
、

南
風
原
町
議
会
基
本
条
例
を
策

定
し
、
昨
年
６
月
に
は
施
行
後

の
３
年
間
を
振
り
返
り
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
期
へ
引

き
継
ぎ
新
た
な
議
員
で
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会

報
告
会
は
、
今
年
で
第
７
回
目

を
か
ぞ
え
ま
し
た
。
参
加
者
が

少
な
い
と
い
う
課
題
は
あ
る
も

の
の
、
素
晴
ら
し
い
意
見
・
提

案
も
あ
り
、
ま
た
町
民
か
ら
は

引
き
続
き
開
催
し
て
ほ
し
い
旨

の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

４
年
間
を
顧か

え
りみ

ま
す
と
、
米

軍
基
地
の
問
題
な
ど
、
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、
福
祉
の

向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
米
軍

等
に
関
わ
る
多
く
の
意
見
書
、

決
議
を
行
な
い
積
極
的
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
風
原
議
会
だ
よ
り

が
沖
縄
県
町
村
議
会
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
最
優
秀

賞
・
写
真
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

は
、
議
会
広
報
常
任
委
員
会
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
熱
意
の
賜
物

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
本
町
は
今
年
４
月
１

日
に
は
、
町
制
施
行
38
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
様
々

な
事
業
を
展
開
し
、
改
め
て
、

南
風
原
町
の
発
展
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
環
境
整
備
、
教
育
文

化
、
保
健
福
祉
、
子
育
て
支
援
、

企
業
誘
致
、
雇
用
の
拡
大
、
行

財
政
改
革
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
沖
縄
振
興

特
別
推
進
交
付
金
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
７
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
残
り
の
３
年
で

こ
の
一
括
交
付
金
事
業
を
い
か

に
有
効
に
活
用
す
る
か
が
、
町

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
に
繋
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
政
策
提
言
等
や
議
員
相

互
間
に
よ
る
自
由
討
議
も
含
め
、

調
査
研
究
活
動
が
必
要
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
18
期
議
会
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

宮城清政  議長

18期議員の集合写真（第2回6月定例会終了後に撮影）

特
集
　
選
挙
の
ル
ー
ル

戸別訪問は禁止
　全面的に戸別訪問は禁止され
ています。特定の候補者に投票
するよう依頼したり、投票しな
いように依頼すること、演説会
場などを知らせるための訪問は
禁止されています。

気勢を張る行為の禁止
　選挙人の注目を集めたり、威
圧するために自動車等を連ねた
り、チンドン屋を雇ったり、隊
列を組んで往来することは禁止
されています。

飲食物の提供禁止
　原則として選挙運動に関し、
飲食物を提供することは禁止さ
れています。

年賀状・暑中見舞いは
出すことができない

　議員は選挙区内にある者に対
し年賀状・暑中見舞い等の時候
の挨拶状を出すことは禁じられ
ています。

のぼりの禁止
　候補者の名前や顔写真の入っ
た「のぼり」をかかげることは
禁止されています。

公職の寄付行為禁止
　立候補者や議員は選挙区内寄
付行為が禁止されます。

×スポーツ大会の
　差し入れ
×祭りの寄付
×お祝い
×お祝儀やお中元

選挙運動期間は
立候補の届出から

　選挙運動ができるのは、立候
補の届出が受理された時から、
投票日前日までです。

立候補できるのは何歳から
　選挙に立候補できる資格、権
利のことを被選挙権といいます。
25歳から立候補可能
　衆議院議員・地方議会議員・
市町村長
30歳から立候補可能
　参議院議員・都道府県知事

ポスター掲示の承諾を
口実に訪問するのも

だめです。

迷惑かけては
いけないね。

今回は
9/4〜9/8まで

事務所の訪問者に
酒や弁当を

ふるまうのは禁止

×
は
え
る
ん

18
期
議
員
を
顧
み
て

　
　
　
　
　
　
　
南
風
原
町
議
会
議
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城　
清
政

特 集
選 挙

９
月
９
日
、
南
風
原
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
は
町
の
代
表
者
を

選
ぶ
大
切
な
制
度
で
す
。
公
平
・
公
正
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
公
職
選
挙
法

は
選
挙
運
動
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問
　
赤
嶺
　
奈
津
江 

議
員

▲第一種低層住居専用地域では、小規模なお店しか建てられない。

問 

今
後
早
期
に
取
り
組
む
事
業

等
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

町  

長 

ま
ず
は
教
育
環
境
の
整

備
か
ら
取
り
組
む
。
特
に
小
中
学

校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は
子
供
た

ち
と
の
約
束
で
も
あ
り
、
早
急
に

取
り
組
み
た
い
。

問 

公
約
に
も
あ
る
北
丘
小
学
校

プ
ー
ル
・
体
育
館
改
修
に
つ
い
て
は
、

私
も
こ
れ
ま
で
一
般
質
問
等
で
取

り
上
げ
て
き
た
。
私
は
喫
緊
の
課

題
と
考
え
て
い
る
が
、
町
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

町  

長 

教
育
長
在
任
中
か
ら
私

も
１
つ
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

何
と
か
対
応
し
た
い
が
、
財
政
的

な
問
題
が
あ
る
。
中
期
財
政
計
画

を
確
認
し
な
が
ら
優
先
順
位
も
さ

ら
に
検
討
し
、
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問 

本
町
は
、
町
村
で
は
人
口
規

模
が
読
谷
村
に
次
ぐ
２
番
目
に

多
い
町
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

本
町
に
は
、
町
民
体
育
館
が
な
く
、

中
学
生
の
部
活
に
お
い
て
も
他
市

町
の
体
育
館
を
借
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
早
期
に
実

現
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

町  

長 

黄
金
森
公
園
内
で
屋
内

運
動
施
設
の
よ
う
な
形
で
建
設
が

可
能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

買
い
物
弱
者
対
策
は

問 「
買
い
物
弱
者
」
へ
の
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
の
取
り
組
み
と
現
状
に
つ
い
て

の
見
解
を
問
う
。

副
町
長 

現
在
、
町
社
協
に
高
齢

者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
委

託
し
て
い
る
。
一
般
の
交
通
機
関

が
利
用
で
き
な
い
高
齢
者
の
自
宅

か
ら
医
療
機
関
や
地
域
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
場
所
ま
で
の
送
迎
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
単
身
世
帯

の
増
や
運
転
免
許
の
返
納
等
で
買

い
物
や
通
院
に
不
便
を
来
す
高
齢

者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て
の

施
策
を
検
討
中
で
あ
る
。

問 

地
域
に
よ
っ
て
は
、
企
業
誘

致
（
ス
ー
パ
ー
等
）
を
希
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
用
途
地
域

見
直
し
を
行
う
中
で
、
地
域
の
状

況
を
確
認
し
対
応
可
能
で
あ
れ
ば

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長 

第
一
種
低

層
住
居
専
用
地
域
で
は
、
今
の
幹

線
道
路
沿
い
に
誘
致
を
す
る
の
が

一
番
現
実
的
か
と
考
え
て
い
る
。

企
業
か
ら
相
談
が
来
た
ら
、
積
極

的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
子
供
の
貧
困
等
対
策
・
不
登
校
対
策

に
つ
い
て

○
発
達
障
害
や
配
慮
を
要
す
る
児
童
生

徒
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

一
般
質
問
　
金
城
　
好
春 

議
員

※
記
載
内
容
は
質
問
議
員
が
要
約
し
、
広
報
委
員
で
編
集
し
て
お
り
、

　

全
文
は
議
会
事
務
局
や
Ｈ
Ｐ
、
図
書
館
で
確
認
で
き
ま
す
。

問 

県
営
南
風
原
第
一
団
地
前
の

歩
道
横
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
あ

ま
り
に
も
高
す
ぎ
て
景
観
も
よ
く

な
い
。
圧
迫
感
を
感
じ
る
と
の
町

民
の
声
も
あ
る
。
低
く
す
る
よ
う

県
に
要
請
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

計
画
段
階
か
ら
擁
壁
を

間
知
ブ
ロ
ッ
ク
等
に
て
歩
行
者
へ

圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
協
議

を
し
た
。
し
か
し
県
は
既
存
の
世

帯
数
及
び
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
現

在
の
施
工
と
な
っ
た
。
壁
面
緑
化

等
に
て
圧
迫
感
や
景
観
へ
の
配
慮

を
行
う
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

問 

第
一
団
地
前
の
歩
道
を
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
向
け
て
幅
員
を
４
メ
ー
ト

ル
に
拡
幅
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

歩
道
の
み
を
拡
幅
す
る

補
助
事
業
が
な
い
の
で
困
難
で
あ

る
。

本
町
の
安
全
対
策
を
問
う

問

 

黄
金
森
公
園
野
球
場
の
外

側
の
遊
歩
道
の
木
が
約
20
本
根
元

か
ら
１
メ
ー
ト
ル
残
し
て
伐
採
さ

れ
枯
れ
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
の
町
民
が
つ
ま

ず
い
て
切
断
し
た
木
に
接
触
し
た

ら
ケ
ガ
の
も
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

枯
れ
た
木
は
根
元
か
ら
伐
採
し
て

撤
去
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

枯
れ
た
木
は
根
元
か
ら

切
断
し
て
対
処
し
た
。

問 

津
嘉
山
児
童
館
玄
関
前
の
歩

道
上
の
U
字
型
車
止
め
が
腐
食

し
て
路
面
か
ら
浮
い
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
ま
た
、
手
す
り
面
の
裏

側
は
腐
食
に
よ
り
穴
が
あ
い
て
サ

ビ
だ
ら
け
で
あ
る
。
子
供
が
触
れ

た
ら
手
を
け
が
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

早
急
に
新
し
い
物
に
交
換
で
き
な

い
か
。

副
町
長 

早
速
、修
繕
、ま
た
は
交
換

で
対
応
す
る
。

芝
広
場
に
花
の
咲
く
木
の

植
栽
を

問 

芝
広
場
は
背
景
が
黄
金
森
の

緑
で
大
変
す
ば
ら
し
い
。
し
か
し
、

花
が
少
な
い
。
桜
、
ホ
ウ
オ
ウ
ボ
ク
、

ト
ッ
ク
リ
キ
ワ
タ
等
植
栽
で
き
な

い
か
。

副
町
長 

芝
広
場
に
は
、ク
チ
ナ
シ

・
ゲ
ッ
キ
ツ
な
ど
、花
の
咲
く
低
木

は
植
栽
し
て
あ
る
。高
木
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
。

学
校
体
育
館
の
清
掃
用
具

の
管
理
を
問
う

問 

津
嘉
山
小
学
校
の
体
育
館
の

モ
ッ
プ
は
１
本
し
か
な
い
。
ほ
う

き
も
古
い
と
聞
い
た
。
モ
ッ
プ
４
本
、

ほ
う
き
３
本
至
急
対
処
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

各
学
校
に
清
掃
用
具
を

配
置
す
る
よ
う
対
処
し
た
。

▲第一団地の擁壁

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
花
木
の
寄
付
贈
呈
受
け
入
れ
制
定
に

つ
い
て

赤嶺　奈津江 議員

公約実現に向けての
見通しを問う
答　小中学校へのクーラー設置に取り組む 金城　好春 議員

県営南風原第一団地
周辺の環境整備を問う
答　高い擁壁には植栽、壁面緑化等にて圧迫感や
　　景観への配慮を行うよう協議する
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一
般
質
問
　
知
念
　
富
信 

議
員

問 

町
道
5
号
線
事
業
は
宮
平
ハ

イ
ツ
側
の
地
権
者
お
よ
び
住
民
か
ら

道
路
改
良
事
業
の
説
明
会
も
な
く
承

諾
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ど

う
、
対
応
す
る
か
。

副
町
長 

ま
ず
、
最
初
に
宮
平
ハ

イ
ツ
側
地
権
者
お
よ
び
住
民
に
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
地
権
者

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
５

号
線
の
改
良
事
業
と
黄
金
森
公
園

計
画
等
の
説
明
を
行
い
、
取
り
組

ん
で
行
く
。

都
市
整
備
課
長 

T
字
交
差
点
の
宮

平
ハ
イ
ツ
側
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

安
全
柵
等
を
検
討
す
る
。

問 

黄
金
森
公
園
側
の
土
地
利
用

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長 

文
化
セ
ン
タ
ー
付
近
の

公
園
区
域
が
県
道
拡
幅
事
業
で
潰

れ
減
少
（
２
千
５
百
㎡
）
す
る
の

で
公
園
区
域
と
し
て
取
り
入
れ
る

計
画
で
あ
る
。

問 

屋
内
運
動
場
を
造
る
計
画
は

な
い
か
。

副
町
長 

公
園
区
域
の
面
積
は
１
万

１
千
㎡
で
あ
る
。
駐
車
場
と
運
動

施
設
の
建
設
を
検
討
し
て
い
る
。

南
風
原
バ
イ
パ
ス
を
問
う

問 

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
大
名
、

与
那
覇
地
域
の
側
道
沿
い
を
用
途

変
更
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長 

道
路
周
辺

は
イ
オ
ン
南
風
原
店
も
含
め
て
市

街
化
調
整
区
域
に
な
っ
て
い
る
。

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
と
同
時
に
、

大
名
地
域
の
低
層
住
宅
専
用
地
域

等
の
用
途
見
直
し
も
含
め
検
討
す
る
。

問 

南
高
架
橋
の
下
を
有
効
利
用

す
る
計
画
は
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長 

地
域
か
ら
の
要
望
、

意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

問 
高
速
道
路
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
イ
オ
ン
南
風
原
店
向
け

の
下
り
側
道
の
拡
幅
計
画
は
な
い

か
。

副
町
長 

幹
線
道
路
整
備
を
南
風

原
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
道

路
の
改
良
を
含
め
て
要
望
し
て
い

る
。問 

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開

始
は
何
年
度
か
。

副
町
長 

南
風
原
町
宮
平
か
ら
新

川
間
の
側
道
は
平
成
30
年
度
の
暫

定
開
通
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
線
は
早
期
開
通
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が

開
通
時
期
は
未
定
と
聞
い
て
い
る
。

県
道
２
４
１
号
線
周
辺
の

整
備
を
問
う

問 

側
道
（
宮
平
５
８
５
番
地
４
）

は
県
道
へ
の
進
入
路
が
狭
い
。

改
良
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長 

県
も
現
場

を
把
握
し
て
お
り
、
間
口
を
広
げ

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

▲町道５号線道路改良事業計画図

宮平ハイツ

一
般
質
問
　
大
城
　
勝 

議
員

問 

ち
む
ぐ
く
る
館
の
健
康
運
動

器
具
の
整
備
状
況
を
問
う
。

保
健
福
祉
課
長 

ベ
ル
ト
ト
レ
ー
ナ
ー

の
ベ
ル
ト
は
交
換
済
み
で
あ
る
。

そ
の
他
に
関
し
て
は
予
算
と
調
整

し
な
が
ら
修
理
し
て
い
く
。

問 

業
者
の
運
動
器
具
点
検
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長 

２
、３
か
月
に
１
回
、

業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
内
で
実

施
し
て
い
る
。

問 
平
成
29
年
12
月
定
例
会
で
質

問
し
た
整
備
点
検
表
は
作
成
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
課
長 
業
者
と
内
容
を
調

整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

黄
金
森
公
園
内
の
遊
歩
道

を
問
う

問 

遊
歩
道
の
町
民
へ
の
供
用
開

始
は
い
つ
か
。

副
町
長 

８
月
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

町
民
に
広
く
知
ら
せ
る
た
め

に
も
セ
レ
モ
ニ
ー
の
実
施
は
あ
っ

て
も
い
い
。
遊
歩
道
の
完
成
を
記

念
し
て
「
歩
き
初
め
」
等
の
セ
レ

モ
ニ
ー
の
計
画
は
あ
る
か
。

副
町
長 

施
設
供
用
に
併
せ
た
セ

レ
モ
ニ
ー
の
計
画
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の

安
全
を
問
う

問 

町
行
政
は
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
の
行
動
に
ど
の
よ
う
な
安
全

策
を
講
じ
て
い
る
か
。

副
町
長 

小
学
校
の
新
入
学
児
童

に
対
し
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス

ル
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

各
字
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
地
域
見

守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。

問 

本
町
学
校
現
場
に
お
け
る
防

犯
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

教
育
長 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

行
っ
て
い
る
。

徒
歩
登
校
の
状
況
は

問 

交
通
安
全
指
導
や
徒
歩
登
校

の
推
進
後
、
子
ど
も
の
徒
歩
登
校

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

教
育
長 

幼
稚
園
児
を
含
め
て
徒

歩
登
校
者
が
増
え
て
い
る
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。

問 

保
護
者
に
よ
る
学
校
構
内
へ

の
車
両
乗
り
入
れ
は
減
少
し
た
か
。

教
育
長 

学
校
説
明
会
や
P
T
A

集
会
に
お
い
て
車
両
の
校
内
乗
り

入
れ
自
粛
の
説
明
を
行
っ
た
。
車

両
乗
り
入
れ
が
減
少
し
て
い
る
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

▲修理を終えたベルトトレーナー

知念　富信 議員

町道５号線と周辺
地域計画を問う
答　地権者の理解を得て、駐車場と運動施設を計画する

ちむぐくる館、
健康運動器具の
整備点検表の作成は
答　業者と内容を調整している 大城　勝 議員
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問 

昨
年
度
の
学
校
給
食
共
同
調

理
場
運
営
委
員
会
で
の
値
上
げ
の

議
決
は
撤
回
す
べ
き
だ
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

教
育
長 

撤
回
は
し
て
い
な
い
。

食
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
今
の

物
価
と
、
消
費
税
の
改
定
の
時
期

等
も
含
め
る
と
、
給
食
費
の
改
定

も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
の
も

含
め
て
撤
回
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

問 

農
業
振
興
の
観
点
か
ら
町
内

農
産
物
の
学
校
給
食
へ
の
活
用
を

増
や
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

教
育
長 

現
在
も
行
っ
て
い
る
が

可
能
な
限
り
取
り
組
め
る
よ
う
関

係
者
等
と
検
討
し
て
い
く
。

問 

こ
ど
も
の
貧
困
対
策
の
観
点

か
ら
、
学
校
給
食
の
保
護
者
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長 

要
保
護
、
準
要
保
護
、

児
童
生
徒
援
助
費
等
で
対
応
し
て

い
る
。

憲
法
改
正
の
動
き
を
ど
う

思
う
か

問 

国
政
に
お
い
て
憲
法
改
正
を

模
索
す
る
動
き
が
あ
る
。
町
長
の

見
解
は
ど
う
か
。

町  

長 

現
憲
法
は
、
国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義

を
国
の
方
針
と
し
、
戦
後
の
我
が

国
の
発
展
と
国
際
貢
献
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
現
行
憲

法
を
評
価
し
て
お
り
、
現
段
階
で

改
正
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

町
長
の「
７
つ
の
政
策
宣
言
」

を
問
う

問 

町
長
の
公
約
に「
公
共
工
事
の

町
内
業
者
優
先
発
注
」と
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
と
何
が
ど
う
変
わ
る
の

か
。

副
町
長 

公
共
工
事
の
指
名
に
当

た
っ
て
は
、
従
来
ど
お
り
町
内
企

業
を
優
先
し
て
指
名
を
し
て
い
く
。

一
般
質
問
　
大
城
　
毅 

議
員

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
待
機
児
童
解
消
、
保
育
士
不
足
で
ど

う
対
応
す
る
か
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
で

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
収
入
確
保
を

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
拡
充
を

○
町
道
１
２
９
号
線
未
改
修
部
分
の
整

備
を

○
バ
ス
停
の
屋
根
設
置
を
急
ぐ
べ
き
だ

か
ど
う
か
。

▲給食センターの様子。大鍋で混ぜる様子

一
般
質
問
　
宮
城
　
寛
諄 

議
員

問 

幼
小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備

計
画
は
今
年
度
の
ハ
イ
さ
い
よ
ー

さ
ん
に
事
業
費
の
内
訳
が
書
か
れ

て
い
る
。
今
年
度
は
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、
次
年
度
は
ど
う
な
る
か
。

幼
稚
園
は
今
年
度
中
に
完
了
す
る
か
。

教
育
長 

完
了
は
平
成
32
年
度
を

予
定
し
て
い
る
。

問 

小
中
学
校
は
平
成
32
年
度
ま

で
に
完
了
の
計
画
か
。

教
育
長 

平
成
32
年
度
完
了
予
定

で
あ
る
。

問 

平
成
32
年
度
ま
で
の
計
画
で

あ
る
が
前
倒
し
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

国
の
補
助
金
、
町
の
財
政

事
情
、
諸
々
の
条
件
が
合
え
ば
前

倒
し
し
た
い
。

町
長
の
選
挙
公
約
実
施
は

問 

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、

実
施
に
向
け
て
の
計
画
は
ど
う
か
。

町  

長 

県
内
で
実
施
し
て
い
る

自
治
体
か
ら
情
報
を
集
め
分
析
し

て
い
る
。
結
果
を
踏
ま
え
計
画
を

立
て
る
予
定
で
あ
る
。

問 

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
は
、

窓
口
支
払
い
な
し
の
現
物
給
付
と

な
っ
て
い
る
。
重
度
心
身
障
が
い

者
（
児
）
の
窓
口
の
無
料
化
は
で

き
て
い
な
い
。
制
度
が
違
う
事
も

あ
る
が
、
今
後
ど
う
す
る
か
。

町  

長 

引
き
続
き
県
へ
要
望
す
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
を

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町  

長 

既
存
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
、
高
齢
者
の
先
輩
方

が
退
職
し
て
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知

識
や
経
験
・
技
能
等
が
生
か
せ
る

生
き
が
い
・
居
場
所
づ
く
り
の
場

と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

産
業
振
興
課
長 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
取
り
扱
う
仕
事
は
、
主

に
清
掃
、
除
草
、
剪
定
、
公
園
等

の
管
理
、
家
庭
の
援
助
サ
ー
ビ
ス

等
が
あ
る
。
清
掃
、
剪
定
、
公
園

管
理
は
町
で
高
齢
者
を
雇
用
し
維

持
管
理
を
し
て
い
る
。
家
事
援
助
、

送
迎
関
係
は
町
社
協
が
ま
ち
づ
く

り
サ
ポ
ー
ト
で
行
っ
て
い
る
。

問 

今
後
の
高
齢
者
福
祉
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

民
生
部
長 

今
後
も
高
齢
者
福
祉

計
画
を
策
定
し
て
、
実
施
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役

割
の
一
部
を
担
え
る
よ
う
な
形
で

社
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
町
内
小
中
学
校
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

洋
式
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

※
問
い
合
わ
せ
先
：

南
風
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

T
E
L
8
8
9

-

3
2
1
3 ▲まちづくりサポートセンター利用の流れ

まちづくり
サポートセンター

依頼会員
（手伝ってほしい）

　提供会員
（手伝います）

④活　動

⑤支払い

②依　頼 ③調　整

①会員登録 ⑥報告

学
校
給
食
費
の

　

軽
減
を
は
か
れ

　
　
　
　

  

答　

要
保
護
、
準
要
保
護
、
援
助
費
等
で
対
応
し
て
い
る

大城　毅 議員

宮城　寛諄 議員

幼小中学校への
空調設備の計画は
答　平成32年度までに完了予定している
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一
般
質
問
　
上
原
　
喜
代
子 

議
員

問 

本
町
の
不
登
校
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長 

平
成
27
年
度
、
小
中
学
生

で
24
人
、
平
成
28
年
度
、
小
中
学

生
で
45
人
、
平
成
29
年
度
で
小
学

生
36
人
、
中
学
生
41
人
、
計
83
人

と
な
っ
て
い
る
。

問 

学
年
別
に
見
て
ど
の
学
年
が

不
登
校
に
な
り
や
す
い
か
。

教
育
長 

小
中
学
校
と
も
学
年
が
進

む
に
つ
れ
て
不
登
校
児
童
生
徒
数

が
増
え
る
傾
向
で
あ
る
。

問 

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
指
導

結
果
と
し
て
効
果
的
な
措
置
は
あ
っ

た
か
。

教
育
長 

心
の
教
室
相
談
員
に
よ
る

家
庭
訪
問
面
談
や
保
護
者
と
連
絡

を
密
に
取
り
合
い
、
登
校
支
援
を

行
う
こ
と
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

育
英
会
資
金
貸
与
の

状
況
を
問
う

問 

今
年
度
の
育
英
会
資
金
貸
与

の
申
請
は
何
人
か
。

教
育
長 

平
成
30
年
度
の
育
英
会
へ

の
貸
与
申
し
込
み
者
は
３
人
で
あ
る
。

２
人
が
貸
与
対
象
者
、
１
人
は
本

町
の
育
英
会
の
評
定
基
準
に
満
た

ず
非
該
当
で
あ
る
。

問 

未
償
還
者
の
最
年
長
者
（
44

歳
）
は
本
町
の
援
助
対
象
世
帯
の

要
保
護
、
準
要
保
護
の
ど
ち
ら
か
。

教
育
部
長 

町
外
へ
転
出
の
た
め
、

詳
し
い
状
況
が
把
握
で
き
て
い
な

い
。問 

こ
の
44
歳
の
年
齢
、
孫
も

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

保
証
人
は
高
齢
化
し
て
い
る
。
免

除
の
措
置
も
な
い
中
で
こ
の
事
案

に
対
し
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長 

後
手
に
回
っ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
う
が
育
英
会
は
別

の
組
織
で
あ
る
。
役
員
会
、
評
議

員
会
、
我
々
事
務
担
当
し
て
い
る

部
署
が
方
針
を
出
し
ル
ー
ル
を
決

め
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

食
の
応
援
事
業
を
問
う

問 

学
童
期
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
の
状
況
は
ど
う
か
。

副
町
長 

平
成
28
年
度
の
受
診
状

況
は
小
５
で
１
５
４
人
で
受
診
率

33
・
２
％
、
中
２
で
87
人
で
受
診

率
19
・
６
％
、
平
成
29
年
度
は
小

５
で
２
０
６
人
で
受
診
率
40
・
５
％
。

中
２
で
１
１
５
人
で
受
診
率
24
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。

問 

検
査
を
し
て
再
検
査
を
要
す

る
児
童
は
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長 

小
５
で
中
性
脂
肪

等
の
異
常
所
見
、
中
２
で
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
と
血
圧
に
異
常
所
見
が

多
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

問 

再
検
査
の
連
絡
は
し
て
い

る
か
。

保
健
福
祉
課
長 

保
健
福
祉
課
で
呼

び
か
け
て
い
る
。

▲学童期生活習慣病予防健診の様子

一
般
質
問
　
玉
城
　
勇 

議
員

問 

本
町
の
待
機
児
童
数
が
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
数
と
思
わ
れ
る
。
減

ら
な
い
理
由
は
何
か
。

副
町
長
本
町
の
特
徴
と
し
て
、
出

生
や
子
育
て
世
代
の
転
入
が
多
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問

保
育
士
の
不
足
に
よ
り
園
に

よ
っ
て
は
定
員
割
れ
は
な
い
か
。

民
生
部
長 

本
年
度
は
４
月
１
日

時
点
で
保
育
士
が
４
園
で
８
人
不

足
し
て
い
る
。
保
育
士
不
足
に
よ

り
28
人
の
児
童
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
現
時
点
で
も
保
育

士
８
人
が
採
用
で
き
て
い
な
い
。

問 

本
町
の
小
規
模
認
可
保
育
園

を
卒
園
す
る
３
歳
児
の
受
け
入
れ

先
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

副
町
長 

小
規
模
保
育
園
で
受
け

入
れ
て
い
る
２
歳
児
に
つ
い
て
は

保
育
の
継
続
と
い
う
観
点
か
ら
優

先
的
に
認
可
保
育
園
へ
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
本
年
度
も
全
員

入
所
し
て
い
る
。

問 

小
規
模
の
認
可
保
育
を
60
人
、

90
人
の
認
可
保
育
園
に
移
行
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

民
生
部
長 

小
規
模
保
育
園
か
ら

新
た
に
60
人
、
90
人
規
模
の
認
可

保
育
園
へ
の
移
行
は
要
件
を
満
た

せ
ば
可
能
で
あ
る
。

高
齢
者
の
生
活
を

ど
う
保
障
し
て
い
く
か

問 

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き

と
生
活
を
送
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
あ
る
か
。

副
町
長 

健
康
づ
く
り
事
業
、
介
護

予
防
、
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
、

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
活
動
等
に
社

協
や
地
域
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

問 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割

合
が
増
え
て
い
る
。
男
性
で
13
・

3
％
女
性
で
は
21
・
1
％
で
あ
る
。

人
生
の
後
半
で
生
き
生
き
と
楽
し

く
生
活
で
き
る
状
況
を
つ
く
る
の

が
行
政
だ
と
思
う
。
ど
れ
だ
け
の

町
民
が
満
足
し
て
い
る
と
思
う
か
。

保
健
福
祉
課
長 

地
域
の
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
参
加
者
が
回
数
、
利

用
者
数
も
年
々
増
え
て
い
る
。

問 

本
町
の
地
域
ご
と
の
高
齢
化

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長 

次
表
参
照

▲外出支援サービスを利用し、ミニデイサービスへ参加できます。

与那覇 17.６ 津嘉山 12.７
宮城 27 山川 23
大名 23.８ 神里 30
新川 18 兼本ハイツ 45.８
宮平（慶原含） 15.１ 第一団地 32
兼城 15.９ 第二団地 28.４
本部 13.８ 東新川 10.９
喜屋武 22.８ 北丘ハイツ 33.７
照屋 14.８ 宮平ハイツ ８.４

全体 16.3
平成30年６月１日現在（東新川は平成29年10月1日現在）（％）

上原　喜代子 議員

どうなっている、
不登校の状況
答　平成29年度は小中学生合計で83人 玉城　勇 議員答　出生増や子育て世代の転入が原因である

認可保育園増も、
なぜ待機児童は
減らない
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一
般
質
問
　
赤
嶺
　
雅
和 

議
員

問 

待
機
児
童
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
か
。

副
町
長 

平
成
27
年
度
の
子
ど
も

子
育
て
新
制
度
が
始
ま
り
本
年
度

ま
で
に
認
可
保
育
園
を
３
園
、
小

規
模
保
育
園
を
４
園
新
設
し
て
い

る
。
分
園
や
増
改
築
等
で
４
園
の

定
員
増
と
な
る
。
既
存
保
育
園
の

協
力
に
よ
り
４
０
３
人
の
定
員
を

増
や
し
た
。
今
年
４
月
１
日
現
在

で
１
９
４
人
で
あ
る
。
保
育
園
を

増
や
し
て
も
、
毎
年
増
え
て
い
る
。

問 

待
機
児
童
が
毎
年
増
え
る
要

因
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

民
生
部
長 

本
町
の
特
徴
は
、
人
口

増
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
ま
た

新
制
度
に
よ
り
申
込
者
が
増
え
た
。

問 

そ
れ
以
外
何
か
理
由
は
な
い
か
。

民
生
部
長 

保
育
士
不
足
に
よ
る

定
員
割
れ
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

役
場
職
員
の
町
民
対
応
を
問
う

問 

町
長
就
任
の
挨
拶
の
中
で

「
役
場
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

で
あ
る
。
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
る
」
と
あ
る
が
、
日
頃

が
ん
ば
っ
て
い
る
窓
口
業
務
の
皆

さ
ん
は
特
に
気
を
使
っ
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
思
う
。
ど
う
か
。

総
務
部
長 

職
員
一
丸
と
な
っ
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い

く
。

介
護
を
う
け
る
世
帯
の
割
合

に
つ
い
て

問 

介
護
を
受
け
る
世
帯
の
割
合

に
つ
い
て
問
う
。

副
町
長 

今
年
の
３
月
末
時
点
で

要
介
護
高
齢
者
は
８
１
２
人
で
、

13
・
１
％
。
要
支
援
高
齢
者
は

２
２
４
人
で
３
・
４
％
、
平
成
29

年
10
月
時
点
の
独
居
高
齢
者
は

１
１
２
８
人
で
７
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。

問 

今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
独
居
高
齢
者
で
あ
り
、
社
会
と

の
か
か
わ
り
を
持
た
な
い
高
齢
者

で
あ
る
。
特
に
80
歳
以
上
の
高
齢

者
の
車
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

は
で
き
る
だ
け
免
許
は
返
納
で
き

な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
車
が

な
い
と
不
便
だ
か
ら
返
納
し
な
い
。

本
町
は
こ
う
い
っ
た
独
居
高
齢
者

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ

て
い
る
か
。

民
生
部
長 

社
協
と
連
携
し
て
支

え
合
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
社
会

的
孤
立
対
策
事
業
、
あ
る
い
は
声

か
け
や
、
安
否
の
確
認
等
も
含
め

た
友
愛
訪
問
事
業
。
高
齢
者
独
自

で
食
事
が
作
れ
な
い
方
へ
の
弁
当

の
配
達
で
あ
る
。
安
否
確
認
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
等
、

新
た
な
施
策
の
導
入
も
検
討
し
て

い
く
。

▲まちづくりサポートセンターでは、家庭内清掃も行っています。

一
般
質
問
　
浦
崎 

み
ゆ
き 

議
員

問 

県
の
貧
困
対
策
基
金
は
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長 

本
町
に
お
い
て
就
学
援

助
の
充
実
を
図
る
と
い
う
目
的
で
、

全
て
要
保
護
・
準
要
保
護
の
支
援

に
充
て
て
い
る
。

問 

元
気
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
目
標
値
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

こ
ど
も
課
長 

事
業
を
始
め
る
際

に
、
平
成
28
年
１
月
時
点
の
南
風

原
町
の
不
登
校
の
数
字
が
小
学
校

が
25
人
、
中
学
校
20
人
、
合
計
45

人
だ
っ
た
。
小
学
校
期
よ
り
支
援

を
行
っ
て
、
中
学
校
期
へ
の
不
登

校
も
減
ら
す
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

こ
の
数
値
を
改
善
す
る
こ
と
で
目

指
し
て
い
る
の
が
中
卒
を
減
ら
す
、

高
校
の
中
退
を
減
ら
す
、
そ
し
て
、

若
年
出
産
を
減
ら
す
こ
と
が
最
終

目
標
で
あ
る
。

問 

元
気
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
支
援
員
の

役
割
と
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長 

子
ど
も
元
気
支
援
員

に
情
報
が
入
っ
て
、
専
門
的
な
方

に
つ
な
ぎ
、
相
談
を
一
緒
に
受
け

て
い
る
。
ま
た
会
議
の
中
で
支
援

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
役

割
で
あ
る
。
平
成
28
年
度
、
29
年
度
、

２
カ
年
間
で
合
計
５
１
２
人
の
子

供
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

問 

事
業
の
検
証
の
方
法
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

こ
ど
も
課
長 

内
閣
府
か
ら
毎
年
、

子
供
た
ち
が
支
援
員
と
か
か
わ
っ

た
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ

ら
わ
れ
た
か
追
跡
調
査
が
あ
る
。

本
町
の
不
登
校
対
応
を
問
う

問 

登
校
支
援
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長 

不
登
校
児
童
生
徒
の
実

情
の
把
握
・
分
析
と
あ
わ
せ
て
、

町
青
少
年
教
育
相
談
員
、
自
立
支

援
教
育
指
導
員
、
心
の
教
室
相
談

員
等
を
配
置
し
て
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

問 
登
校
支
援
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
が
出
来
な
い
か
。

教
育
部
長 
様
々
な
人
に
呼
び
か

け
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
調
査

研
究
す
る
。

北
丘
運
動
公
園
の
ト
イ
レ
設

置
は
ど
う
な
っ
た
か

問 

平
成
28
年
６
月
定
例
会
に
て

質
問
し
た
北
丘
運
動
公
園
の
ト
イ

レ
設
置
の
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う

か
。経

済
建
設
部
長 

ト
イ
レ
の
規
模

等
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
が
今
後
、

地
元
と
詰
め
て
い
き
た
い
。

▲北丘運動公園は一般の方や、地域行事で使用されています。

赤嶺　雅和 議員

待機児童はどのように
推移しているか。
答　毎年、増加傾向にあり、
　　保育園を増設して対応している

本町の貧困対策
事業を問う
答　県の貧困対策基金の活用や子ども
　　元気ＲＯＯＭ事業で支援する 浦崎 みゆき 議員
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一
般
質
問
　
花
城
　
清
文 

議
員

問 

選
挙
公
約
は
町
民
へ
の
約
束

で
あ
る
。
そ
の
公
約
に
掲
げ
た
町

民
体
育
館
建
設
の
構
想
を
問
う
。

町  

長 「
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上

げ
そ
こ
で
検
討
し
て
い
く
。

問 

平
成
29
年
６
月
に
困
窮
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
医
療
費
現
物
給

付
を
高
校
、
大
学
卒
業
ま
で
支
援

を
提
案
し
た
。
高
校
卒
業
ま
で
の

支
援
は
い
つ
か
ら
実
施
す
る
か
。

町  

長 

県
内
の
先
進
地
を
調
査
し
、

結
果
を
ふ
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

町
立
宮
平
保
育
所
に
お
け

る
一
時
預
か
り
保
育
と
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
問
う

問 

両
事
業
と
も
町
民
に
と
っ
て

必
要
で
あ
り
、
利
用
者
も
多
く
い

た
が
保
育
士
不
足
で
実
施
で
き
て

い
な
い
。
保
育
士
を
確
保
し
実
施

す
る
の
が
町
の
責
任
で
は
な
い
か
。

副
町
長 

早
め
に
保
育
士
を
確
保

し
実
施
に
努
め
た
い
。

津
嘉
山
小
学
校
の
分
離
新

設
と
南
風
原
小
学
校
の
校

区
の
見
直
し
を
問
う

問 

①
津
嘉
山
小
学
校
は
今
後
も

児
童
の
増
が
予
想
さ
れ
る
。
住
宅

が
密
集
し
て
か
ら
で
は
用
地
確
保

は
厳
し
く
な
る
。
本
部
公
園
近
隣

に
分
離
新
設
校
を
計
画
し
て
は
ど

う
か
。
②
兼
本
ハ
イ
ツ
、
第
一
団
地
、

兼
城
の
一
部
、
本
部
の
子
ど
も
達

は
翔
南
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
。

南
風
原
小
学
校
に
近
い
こ
れ
ら
の

区
域
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長 
①
②
今
は
新
設
校
の
計

画
は
な
い
。
状
況
を
注
視
し
校
区

の
変
更
や
分
離
新
設
等
も
検
討
す

る
。

南
部
水
道
企
業
団
の
不
適

切
な
給
与
の
昇
級
を
問
う

問 

南
部
水
道
企
業
団
は
辞
令

な
し
や
飛
び
級
で
特
定
の
職
員
を

昇
級
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
負
担
は

町
民
の
水
道
料
金
で
あ
る
。
町
長

は
町
民
に
不
利
益
を
与
え
な
い
た

め
正
し
い
制
度
に
戻
す
よ
う
企
業

長
に
進
言
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

ま
た
、
労
使
間
の
交
渉
は
当
然
企

業
長
が
す
べ
き
だ
が
、
南
部
水
道

で
は
弁
護
士
と
交
渉
し
て
い
る
と

い
う
。
そ
れ
も
調
査
し
て
は
ど
う

か
。

副
町
長 

南
部
水
道
企
業
団
は
別

団
体
の
た
め
、
い
ず
れ
も
考
え
て

い
な
い
。

▲保育士不足により一時保育を行えない状況である。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
新
川
43
番
地
付
近
の
町
道
認
定
に
つ

い
て

一
般
質
問
　
大
宜
見
　
洋
文 

議
員

問 

養
護
教
諭
は
学
校
内
で
の

ケ
ー
ス
会
議
、
こ
ど
も
課
と
の
会

議
に
参
加
し
て
い
る
か
。

教
育
長 

必
要
な
個
別
ケ
ー
ス
会

議
に
参
加
し
て
い
る
。

問 

町
内
小
中
校
の
養
護
教
諭
は
、

連
携
す
る
協
議
会
が
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長 

毎
月
、
町
の
養
護

教
諭
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
る
。

問 
児
童
生
徒
の
不
登
校
あ
る

い
は
登
校
し
ぶ
り
の
早
期
対
策
に
、

養
護
教
諭
の
利
活
用
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長 
学
校
で
は
教
育
相

談
会
と
い
う
校
長
、
教
頭
、
養
護

教
諭
を
含
め
た
会
議
を
開
催
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
に
ほ
か
の
関
係

機
関
と
の
会
議
で
も
連
携
し
て
、

課
題
解
決
に
当
た
っ
て
い
る
。

問 

養
護
教
諭
が
Ｓ
Ｗ
の
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
子
供
の
孤

立
対
策
と
も
連
携
で
き
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

こ
ど
も
課
長 

子
供
の
孤
立
、
貧
困

対
策
で
は
、
一
人
で
も
多
く
子
供

の
こ
と
を
理
解
す
る
、
あ
る
い
は

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
感
知
す
る
ス
タ
ッ
フ
が

多
数
い
る
こ
と
が
、
子
供
の
安
心

安
全
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
も
踏
ま

え
て
児
童
厚
生
員
も
S
W
の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
と
、
今

年
度
児
童
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改

正
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
、

学
校
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
感
知
す
る
、
子

供
の
様
子
が
わ
か
る
養
護
教
諭
が

S
W
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
の

は
大
変
重
要
と
思
う
。

問 

こ
ど
も
課
元
気
支
援
員
と
も

連
携
は
成
り
立
っ
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長 

連
携
は
し
っ
か
り

と
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
ど
も
課
長 

子
ど
も
元
気
支
援
員
は
、

毎
週
キ
ッ
ズ
会
議
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
月
１
回
の
教
育
委
員
会
と
の

会
議
は
役
場
の
中
で
会
議
が
主
で

あ
る
。
学
校
へ
出
向
き
養
護
教
諭

と
直
接
情
報
交
換
は
な
い
。

問 
不
登
校
も
増
え
て
い
る
。

も
っ
と
連
携
で
き
れ
ば
、
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長 

一
人
と
し
て
全
く
同
じ

ケ
ー
ス
は
な
い
。
最
初
か
ら
何
か

を
や
ろ
う
と
い
う
連
携
で
は
な
く
、

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
応
し
て

い
く
。
個
別
の
状
況
を
解
決
す
る

に
は
、
対
処
療
法
的
に
な
り
集
ま

る
メ
ン
バ
ー
も
違
う
。
今
は
十
分

連
携
で
き
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た 

○
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
を
問
う

○
は
え
ば
る
大
学
を
問
う

○
「
日
本
老
年
学
的
評
価
研
究
」
に
つ

い
て

○
教
員
の
多
忙
解
消
に
つ
い
て

○
ち
む
ぐ
く
る
館
の
健
康
器
具
の
劣
化

に
対
す
る
対
応
策
は

▲週一回のキッズ会議の様子。

花城　清文 議員

町長選挙の
公約を問う
答　体育館建設・高校までの医療費無料化

これから検討する

養護教諭の
新たな役割について
答　ソーシャルワーク（SW）のスキルを

身につけるのは大変重要である 大宜見　洋文 議員
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学
童
ク
ラ
ブ
は
、
両
親
共

働
き
や
核
家
族
が
増
え
る
中
、

小
学
生
の
放
課
後
の
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
、
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

カ
ナ
カ
ナ
で
は
、
お
や
つ

や
給
食
は
す
べ
て
手
作
り
し
、

「
食
」
へ
の
感
謝
や
食
べ
る

喜
び
を
大
切
に
し
、
豊
か
な

食
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
異
年
齢
交
流
、
集
団

遊
び
、
伝
承
遊
び
等
、
様
々

な
活
動
の
中
で
子
ど
も
達
と

日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

南
風
原
町
学
童
保
育
連
絡

協
議
会
に
加
盟
し
「
子
ど
も

達
に
豊
か
な
夢
の
あ
る
放
課

後
を
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
様
々
な
機

関
と
連
携
し
、
南
風
原
町

全
学
童
ク
ラ
ブ
の
適
正
運
営
、

保
育
資
質
の
向
上
、
子
ど
も
、

保
護
者
、
支
援
員
た
ち
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
に
よ
り
、

学
童
保
育
の
基
準
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
定
員

超
過
な
ど
で
利
用
で
き
な
い

「
待
機
児
童
」
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
議
会
で
も
こ
の
課
題
解

決
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
笑
顔
の
た
め
に

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ナ
カ
ナ

松
田
か
な
え 

さ
ん

南風原町議会中継

　

い
つ
も
議
会
広
報
を
手
に

取
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

町
民
の
皆
様
に
読
ん
で
も
ら
え

る
か
を
委
員
会
で
話
し
合
い
な

が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
4
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
委
員
同
士
も

喧
々
諤
々
〜
頑
張
っ
て
き
た
つ

も
り
で
す
が
、
議
会
広
報
紙
は

読
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。
少
し
で
も
読
み
や

す
く
な
っ
て
い
た
ら
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

9
月
9
日
に
は
南
風
原
町
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
次
期
の
議
会
広
報
委
員

に
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
委
員
会
は
、

表
紙
の
写
真
や
表
紙
の
題
字
、

町
民
の
声
な
ど
多
く
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
委
員
会
の
皆
さ
ん

4
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
担
当
／
赤
嶺
奈
津
江
）

６月定例会の開会に際し、JAお
きなわ津嘉山支店よりストレリ
チアが、寄贈されました。議場
が華やぎ、清々しい気分で議論
に臨めました。ありがとうござ
います。

お 詫 び と 訂 正
　はえばる議会だより 201 号で訂正箇
所がありました。お詫びして訂正します。

P15 のインデックス
×知念富信議員  →  ○金城好春議員

P16 のインデックス
×金城好春議員  →  ○知念富信議員

町民の声

表紙の題字・写真をお寄せください。
　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写
真をお待ちしています。ご意見・要望なども広く募集しています。
議会だよりへのご意見・ご感想も受付けています。

連絡先：議会事務局（担当：広報係　古謝）
TEL.889-3097   FAX.889-4499
E-Mail　H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議場
華やかに


